
I 藤原宮の調査

1.藤原宮西北隅地域の調査 (第 36次 )

(昭和57年 11月 ～昭和58年 5月 )

この調査は藤原宮の四至確認調査の一環 として,宮 西南隅の調査 (第 34次 )

に続いて行な ったものである。調査区は北面 。西面外濠の交点推定地 (北 区 )

と北面 。西面の大垣 と内濠の交点推定地 (南 区)に 設けた。調査区の東および

南に近接 した地点で,昭和43年 に奈良県教育委員会の調査が行なわれている力比

宮外郭施設の遺構 は確認 されず,低湿地の堆積状況であることが報告 されてい

が∫

調査区は標高約65mの 水田で,「 ダイゴクボ」 という小字名の通 り,宮域で

最 も低地 にあたり,現地表面で宮西南隅よ り約 7m,北 面中門よ り約 2m低い。

堆積土 は耕土・ 床上下 に遺物包含層 (北 区で暗褐色土,南 区で暗灰色砂質土)

があ り,そ の下 は自然堆積上の赤褐色砂質土 。黄褐色砂質土 となる。赤褐色砂

質土 は,北区の東北隅及び南区東南隅に一部残 るのみで,遺構 は黄褐色砂質土

面で検 出 した。南区では黄褐色砂質土の下層が青灰色粘質砂上で,そ れ以下は

砂層 と粘土層 との互層 をな し,北 区で も砂質上が厚 く堆積 している。

検出 した遺構 は井戸,濠 ,土墳などで,藤原宮期か ら奈良時代,平安時代 ,

中世以降にわたる。また南区で は自然河川流路 を検 出 した。

藤原宮期の遺構

藤原宮外郭施設の北面外濠 。西面外濠がある。北面外濠 S D 145は 西流する

素掘 りの東西溝で,幅 75m,深 さ 17mを はか り,北面中門位置での幅よ り

かな り広 くなる。西面外濠 S D 260と の合流点か ら東 に約 16m検 出 したが,こ

の間は直線をな さず ,北 へ大 きく湾曲する。合流点か ら約 10m付近で 4mほ ど

北上 している。調査区よ り東方へは直線状 になることは東側の拡張区で確認 し

た。濠の湾曲す る理由は不明であるが、合流点部分であることによる施工上の
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第 1図 第36次調査遺構配置図 (1:600)

何 らかの意図があ ったのか もしれない。濠の堆積土 は大 き く 3層 にわけられる。

下層 は暗灰色砂質土,中層 は暗灰色粘質上で,両層 ともに藤原宮期 か ら奈良時

代前半の遺物 が多 く出土 した。特 に奈良時代前半の土器類が多量であ った。上

層 は茶褐色土で,平安時代初頭の土器が含まれている。 このことは,奈良時代

前半頃に溝がほとんど埋没 し,流路 としての機能は失われ,そ の後平安時代 に

入 って,上 面まで埋め立て られた状況 を示す ものであろう。

西面外濠 S D 260は 北流 する素掘 りの南北溝で ,約 21m分検出 したが,西岸

は調査区外 となる。後述するよ うに,後世 まで水路 として使用 されていたため,

溝幅は大 き く広が っている。幅17m以上,深 さは 1.5mで ,S D 145と 合流 し

た後 ,流路 を北西方向に変 える。堆積土 は大 き く3層 にわけ られ る。下層 は暗
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灰色粘土混 りの灰色砂層,中 層 は暗灰色砂質土 ,上層 は暗灰色粘質上である。

下層 は藤原宮期か ら11世紀代,中 層 は12世紀代,上層 は13世紀代までの遺物を

含んでお り, S D 260が 宮廃絶後 も,中 世 に至 るまで,水路 として存続 してい

たことを物語 っている。

奈良時代の遺溝

S E 3370は 北区東南隅で検出 した方形横板組の井戸で ある。径約 1.5mの 円

形 に近 い掘形の中に,一辺 0.8mの 井戸枠を据えるが,南辺 を省略 し三辺 しか

ない。北辺の東西に隅柱 をたて, 7～ 15 cmの 幅の狭 い転用材を横板 として使用

している。北辺では 8段 ,東 。西辺で 9段残 り,深 さは lmで ある。井戸枠内

か らは多量の奈良時代前半の上器類の他 ,漆塗柄の刀子 などが出土 した。

平安時代の遺溝

井戸,土墳がある。南区東北隅にある井戸 S E 3400は 一辺 lmの 方形横板組

である。方形の大 きな掘形 の北側に寄せて井戸枠 を据 える。四隅柱 に縦方向の

溝を各1り ,こ れに,両側面 を外側か ら斜 めに削 った横板を落 し込む。横板 は幅

15～ 30 cmで , 5段残 り,深 さは 1.2mで ある。東辺は外側か ら横桟を一本 ,釘

で打 ちつけ,さ らに南東・ 北東の隅柱部分 に補助材をたてて横板を とめている。

井戸枠内か ら出上 した遺物 には木簡 2点の他 ,肖 1り 掛け,横櫛,曲物,銭貨 (富

寿神宝),上 師器杯,灰釉椀 などがあるが,量 的にはご く少 ない。

土壊 S K 3384・ 3385・ 338803389・ 3396は南区の河川北側 にある小土壊で,12

世紀後半 ～13世紀前半 に属する土器類が出土 した。 S K 3384は 径 2m,深さ0.9

m,S K 3396は 径 1.lm,深 さ 1.lmの 円形土墳である。 S K 3388は径 38cm

の円形曲物 を埋 めた小土娯で ,S K 3389と 重複 し, これより新 しい。また両者

は南北河川 S D 3387の 底面で検出 し,こ れより古い。 S K 3385は調査区西端

にかかる不整形土墳である。

自然河川流路

南区の大半が河川流路 にあたって いた。三方向の流路があり,南か らの河川

S D 3411と 北東か らの河川 S D 3410が合流 し,西方へ流れ る河川 S D 3408と な

る。 S D 3410の 北岸に丼戸 S E 3400が 掘 り込 まれてお り,河川の形成が平安時
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代初頭以前 に遡 ることは明 らかである。河幅は S D 3408が 約 1l m, sD3411が

15mで ,深 さはともに約 1.6mで ある。流路岸 に何ケ所か立 ち ぐされの広葉樹

の木株が残存 していた。堆積土は大 き く3層 にわかれ,下層 は暗灰色粘土 と暗

灰色砂 との互層,中層が暗灰色砂質土 ,上層が暗灰色粘質土 となる。下層 には

藤原宮期か ら11世紀代,中層 には12世紀代 ,上層 には13世紀代 に属する遺物が

含まれ, SD 260と 類似 した状況を示す。 さらに S D 3408と S D 260と か らは

同一個体の緑釉陶器花瓶 (第 2図 14)が 出上 しているので,平安時代にS D 3408

が S D 260に 注 ぎ こんで いたことが確認 され る。 S D 3387は S D 3408に 北か

ら注 ぐ南北河川で,堆積層はほとん どが小礫であ った。 この中か らは13世紀代

の遺物が出土 して いる。

出土遺物

木簡,瓦類 ,土器類 ,金属製品 ,銭 貨,石 製品,牛・ 馬骨などがある。木簡

はS E 3400か ら 2点 ,S D 260か ら削 り屑 1点が出上した。 S E 3400か ら出土 し

た木簡は 1点 が長 さ 98.2 cm,他 の 1点が 84 cmと 大型品である。 前者の表裏 に

700字 におよぶ文字が墨書 されて いる。 これは,某荘園での稲の出納を弘仁元

年 (810)10月 か ら同 2年 2月 にわたって詳細 に記録 したもので,平安時代初

期の荘園経営の実態を示す,極 めて貴重な史料である。瓦類 には多量の丸 。平

瓦の他,軒瓦 ,道具瓦 (面 戸瓦・ 英斗瓦),鴎 尾片 (S D 260出 土 )がある。軒

瓦は80点 で,ほ とんどが藤原宮期に属するが,S D 3408か らは重圏文軒瓦 (軒

丸瓦 6015A・ 6012型式 ,軒 平瓦 6575型式 ), S D 3410か ら軒丸瓦 6316型式,SD

260か ら軒平瓦 66631型式など,少量であるが奈

良時代の軒瓦が出上 して いる。上器類には土師器 ,

須恵器,黒色土器,瓦器 ,製塩土器,施釉陶器 (

緑釉陶器・ 灰釉陶器),中 国製 白磁の他,墨書土 Ⅲ

器 ,陶硯 ,土馬 ,フ イゴ羽 口, るつばなどがある。 |

また少量の縄文式上器,弥生式上器がある。土師

器・ 須恵器 は奈良時代前半 に属す るもの (土 師器

1～ 6,須恵器 7～ 11)が多い。また10世紀後半
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第 4図 金属製品・銭貨

か ら13世紀前半 に属する土師器 (16・ 17・ 21)

も S D 260・ 南区河川 か ら出上 した。 黒色土

器 (18・ 22～ 25)は 10世紀後半,瓦器 (15。 19

020)は 12世紀～13世 紀前半 に属す るものが

主体をなす。 S D 260・ 3408出 上 の 緑釉花瓶

(14)は 濃緑色釉 の硬陶で,10世紀代の製品 と

思われ る。灰釉椀 (13)は 土師器杯 (12)と とも

に S E 3400か ら出上 した。墨書土器 には,SD

145出 上 の「廿七」。「六十五」,S D 3408出

上の「六Jな ど数字を記 した土師器がある。

木製品には S D 145か ら出上 した題鎖 ,削 り

掛 け,漆塗盤,簡笥 ,曲物 , S E 3400出 上の

削 り掛 け,横櫛,曲 物などがある。金属製品

は S D 145か ら鉄鎌 (1),鉄釘 , S D 260か ら

帯金具,金具類 , S D 3408か ら金銅製蝶番0,

鉄製鋤先(2),金 具類 , S D 3370か ら漆塗柄の

刀子などが出上 した。 この うち金銅製蝶番は

4枚 の花弁をかたど り,表 面 に鍍金 した優品

で,正倉院の厨子の扉に類似の意匠例がある。

銭貨 は S E 3400か ら「富寿神宝 J15),SD3411

か ら「乾元大宝」(4)が 出土 した。石製品 には

S D 260・ S D 3408出 上の砥石の他,弥 生時

代の石庖丁・ 石槍・ 石鏃などがあ る。牛・ 馬

骨は S D 260と 南区河川か らかな り多量 に出

上 した。

まとめ

今回の調査 により,藤原宮西北隅の状況がかな り明 らかにな った。北区で北

面外濠 S D 145と 西面外濠 S D 260と の合 流点を検出 したことか ら,宮 の西北
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隅を確認す ることができた。北面中門の調査 (藤 原宮第 18次調査)で検出 した

S D 145と 今回検出の合流点を結ぶ,北面外濠の国土座標方眼方位 に対す る偏

れはWO° 33′ 15″ Sと なる。外濠は北面 。西面合流後,北 西方向に流路を とるこ

とがわか り,外濠の水処理について新たな知見が得 られた。現地形の状況や条

坊想定位置などか らみて,外濠は宮外周帯を北西 に抜 け,西二坊大路東側溝ヘ

注 ぐことが考え られる。 なお,南 区に想定 された大垣・ 内濠 は検 出できなか っ

たが,そ の存否 は河川の形成時期 とかかわる。宮造営以前か らこれ らの河川が

存在 していたのであれば,外郭施設が外濠のみで,北面 。西面大垣が この地点

までのびて いない ことも考え られる。

また,藤原宮以後 の この一帯の利用状況 に関するいくつかの知見を得た。北

面外濠 S D 145出 土 遺物 の うち,ほ とん どが奈良時代前半 に属 し,西面外濠 S

D260で も奈良時代前半の上器類が多 い。 さらに,外濠近 くの井戸 SE 3370も

ほぼ同時期である。 この ことは,宮廃絶後の状況を考 える上で重要な手懸 りを

与 えるものであろ う。西面外濠 S D 260に ついては,従来の調査結果 と同様タ

宮廃絶後 も長期間にわ たり水路 として使用 されていた形跡が認め られた。ただ,

これまで は11世紀頃まで存続 していたと想定 されて いたのに対 して,今回の調

査では13世紀 に至るまでの遺物が出土 している。 これは東か ら注 ぐ河川 と一体

とな って いたことによるもの と考 えてよかろう。調査地の周辺地域 は,S D260

や,河川流路が13世紀頃に埋没 した後,今 日見 られ るような水田 として利用 さ

れ るよ うにな ったと推測 され る。 さらに,井戸 S E 3400出 上の弘仁銘木簡 によ

って,平安時代初期の具体的な土地利用を解明する糸 口を得 ることがで きた。

この一帯がかな り早い時期に荘園化 したことがわかるとともに,今 回の調査地

に近接 した場所 に荘所 (荘 園管理施設)の 存在が推定 され る。昭和43年 に行な

われた,今回の調査区に南接 した地点の調査で も,平安時代初頭の土器類が出土

した井戸が検出 されてお り,今後 の調査が期待 される。

■1 奈良県教育委員会『藤原宮跡 昭和43年調査概報』 1969

*2奈良国立文化財研究所『藤原宮出土木簡(六)』 19835
「藤原宮西北隅井戸出上の弘仁元年銘木簡J(『奈良国立文化財研究所年報 1983』 )198310
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2.藤原宮西面中門地域の調査 (第 37次 )

(昭和58年 8月 ～12月 )

近年 ,藤 原宮西辺部の市街地化が急速に進行 している。 この調査 は,そ うし

た状況下で宮西辺部の遺構を確認 し,そ の遺跡保存 に資するために行なったも

のである。藤原宮をとり囲む大垣 には,各面 に宮城門が 3門 ずつ合計 12門 設け

られている。 この うちの 3門 (南 面中門・ 北面中門 。東面北門)の調査 はすで

に行なわれ,そ の規模・ 位置が明 らかにされている。今回は, これまで調査が

行なわれていなか った西面の門の うち,中 門を中心 とした地域を対象 に調査を

行な った。調査地区は橿原市立鴨公小学校 の北西の水田で,大 極殿の西約 500

mに あたる。調査地区内の上層は,上層か ら耕土・ 床土・ 暗灰褐色粘質上の順

であ り,そ の下層面で遺構を検出 した。中門の基壇推定位置では床上の下がす

ぐ地山面である。検 出 した遺構 には,藤原 宮 の西面 大垣 S A 258,西 面外濠

S D 260,藤 原 宮廃 絶 以 降 の シガ ラ ミ S x 3443,杭 列 S X 3445・ 3446,橋 脚

S X 3444,井 戸 S E 3440～ 3442,土壊 S K 3420～ 3423,溝 S D 3427～ 3430,そ

れに西面外濠 が埋没 した後,中 世 に掘 られた東西 。南北方向の素掘 りの細溝が

ある。その他 に溝 S D 3424・ 3447～ 3450が あるが,こ れ らは藤原宮造営以前

の自然流路である。

藤原宮期の遺構

西面大垣 S A 258  宮の西面を区画する掘立柱塀 の大垣で,西面中門推定位

置の南側で 4間分 (1064m)検 出 した。 柱掘形 は一辺 1.5mの 方形で,柱 間

は 2.66m(9尺 )等 間であ り, これまでの調査で確認 され て いる大垣の柱 間

と等 しい。西面中門の南側 に近 い方の柱掘形をイとし,そ の南を口・ ハ・ 二・

ホとすると,柱掘形の深 さはイ 。口 。ハ・ ホが60～ 70 cm,二 が 20 cmを 測 る。宮

西南隅地域での大垣柱掘形 は 1.2mほ どの深 さで あり,本来 は もっと深か った

と推定 されるので ,西面中門付近の宮造営当時の地表面はかな り削平 されたも

のと考え られ る。イ・ 二の柱掘形 には柱痕跡 (直径43 cm), 口 。ハ・ ホの柱掘

形 には柱 を西側 に引き抜 いた柱抜取痕跡がみ られた。イの柱掘形の底 には直径
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第 5図 第37次調査遺構配置図 (1:300)

20～ 30 cmの 自然石を詰めている。また二の柱痕跡は掘形の底 に25 cmほ ど不等沈

下 した形跡 を とどめている。 この掘立柱塀の大垣の とぎれている北側が西面中

門にあたる。宮の東西中軸線は今回検出 した大垣北端の柱掘形 イの北 15.2mの

位置に想定 され るので,こ の距離を北に折 り返すと,南 北 304mと な り,こ れ

まで明 らかに してきた宮城門 (桁 行 5間 ,総長 25.lm,柱間17尺 5.02m)と 同
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じ平面規模 を持つ門

が この間に存在 した

と考え られ る。

西面中門  門の遺

構 は,後世の著 しい

削平のため,基壇な

どの痕跡を とどめて

いなか った。 しか し

幸 いなことに,今 回

初めて,門 に使用 さ

れていた礎石および

扉 をとりつける唐居

敷 (か らい しき)を

発見 した。 この両石

はいずれ も門に据 え

られた原位置 にはな

く,唐居敷 は外濠が

用水路 として機能 し

ていた時期 (9～ 10

世紀)に 外濠 に落 と

し込まれ,礎石 は外

濠が埋ま った後 (13

世紀初頭)に ,水田

耕作の障害になるた

めか,土墳 S K 3423

を掘 って落 とし込ま

れていた。礎石 (長

さ 1 3 3 clll,幅 13 8cm,

0                   1m

第 6図 唐居敷・礎石実測図 (1:25)
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厚 さ87cm)は平坦 に加工 した上面の

一端 に,唐居敷 と組み合わせ るため

の方形の仕 口(長 さ28cm,上端幅30cm,

下端幅27cm,深 さ20 cm)を うがち,そ

の脇 に軸摺 り穴 (じ くず りあな)の

半分を掘 りくばめている。唐居敷 (長

さ 1 45cm, 中邑128 cm, 厚 さ40 cm)ィよ_L

面の片側 に蹴放 し (け はな し :長 さ

1 47cm,幅 28 cm,高 さ1l cm)を ,そ

の長辺の一端に,礎石 と組み合わせ

るための断面逆台形の突出部 (長 さ

24 cm,上 面幅30 cm,下面幅23cm,厚
第 7図 唐居敷・礎石組合せ図

さ29 cm)を 造 り出 している。この先端 は柱の円弧にあわせた凹面 とな ってお り,

上面 には方立 (ほ うだて)の 柄穴 (長 さ20cm,幅 10cm,深 さ 6 cm)が ある。方

立柚穴が うがたれた部分の蹴放 しの脇下面 には軸摺 り穴 (復 原下底直径 18cm)

の半分 を掘 りくばめている。礎石および唐居敷 はいずれ も花南閃緑岩 を加工 し

たものである。

今回出土 した礎石 と唐居敷 は,そ の軸摺 り穴の位置か らみて,直 接 には組み

合わない。 しか し,同様の仕 口を持つ礎石 と組み合わせて使用 され たことは明

らかであ り,こ のような構造を もった唐居敷は類例をみない。西面中門には ,

中央 3間 に扉がつ き, この扉は内開 きであると考え られる。従 って,今回出土

した礎石 は 3つ の扉の うち,右扉 日の右側の柱位置 に据 え られ たことになる。

また唐居敷の位置 は不明であるが,出 土位置か らするとやは り同 じ右扉回の左

側の礎石 と組み合 うものであ った可能性が高 い。

西面外濠 S D 260  西面大垣 S A 258の 西方 に掘削 された南北大溝であ り,

総長22mを 検出 した。外濠の上面は灰褐色砂質土 におおわれ,そ の下 に暗灰褐

色粘質土 ,黒 褐色粘質土 と続 く。これ らの上層 は水平堆積 している。 さらにそ

の下 に小石を多 く含む暗褐色砂質上があ り,最下層は暗灰色粗砂である。濠堆積
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層の下半部の状況 は,た び重なる堆積 。浸蝕作用のために複雑な様相 を呈 して

いる。西面外濠 は宮廃絶後 も流路 と して機能 してお り,氾濫や水流 による浸蝕

のために,幅 はかな り広が っている。外濠の西岸 は調査区の北端で いくぶん西

に寄 っている。 これ に対 して,東岸 は著 しく浸蝕 され,大垣の西 13m近 くまで

広が っている。 このため設定 当初の外濠の幅 は確定で きない。 しか し,外濠底

の両岸寄 りに低 い段があ り,ほ ぼ南北 に通 る。 この幅が 3.5～ 4.5mで あること

か ら,濠 の幅は東面外濠の幅 5.5～ 6.Omに 近いもの と考え られ る。 また西面大

垣 と西面外濠 との心 々間距離 は21m前後 と推定 され るが,こ の距離は,今回の

調査区の北 100mで行 な った西面大垣・ 濠の調査 (藤 原宮第23-5次 )結果 と

もほぼ一致する。外濠の深 さは 214 cmで ある。外濠底の標高は北端が 66.26m,

南端が 66.46mで あ り,北端が南端 より20 cm低 い。

藤原宮廃絶後の遺構

シガ ラ ミS X 3443  外濠 S D 260が ある程度埋 ま った後 に,濠の底面に南北

方向の シガラ ミが設置 されている。 この シガラ ミは杭 (直 径 5～ 6 cmの 自然木

の先を尖 らした もの)を外濠の底の堆積土 に50～ 60cmの 間隔で打ち込み, この

杭 に小枝を横方向にか らませ,そ の上に板 。枝 。廃材等 を,杭 の西側 にそって

渡 し, さらに西側か ら, この板をはさむよ うに杭を打 ち込み固定 した もので ,

濠の西岸を護岸する施設であ ったと考 え られる。

杭列 S X 3445・ 3446 外濠 S D 260の 北寄 りの底面 に設 け られた南北方 向 の

2列 の杭列 (東 側 S X 3445,西 側 S X 3446)。 外濠底の地山面 に杭 (一 辺 8～ 9

cmの ヒノキの割 り材で先を尖 らしたもの)を 60～ 70 cm間 隔で打ち込んだ もので ,

本来は横板や枝 を渡 していたのであろう。東側 に 4本 ,西側 に 5本 あ り,一連

の施設 とみ られ る。外濠 が あ ま り埋 らな い時 期 のシガラ ミと考 え られ る。

橋脚 S X 3444  外濠 S D 260の 底のやや東寄 りに打 ち込 まれた柱根 (残存長

1 40cm,直 径 23 cm)で ある。先端を尖 らし,外濠の底の地山面 よ り42 cm上 までは

縄掛 けの舎1り 込みや,は つ り痕を良好 にとどめているが,そ の上 25 cmは 腐蝕 し

て少 しやせほそっていることか ら,こ の柱は外濠が少 し埋 った後 に外濠 の底 に

打ち込 まれたと推浪1さ れ る。柱根 は 1本 しか検出 されなか ったが,藤原宮北面
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中門の前の北面外濠で検出 した橋脚の設置位置 (藤 原宮第18次調査)か ら考 え

ると,今 回検出 した柱根 は藤原宮の廃絶後 に設置 された橋の橋脚であった可能

性が高 い。

井戸 S E 3440 調査地区の北壁寄 り,外濠 S D 260の 東岸 にある内法76cmの

方形横板組の井戸。井戸側 は厚 い板 (長 さ28 Cm,幅 25～ 28 cm,厚 さ 5 cm)を 井

籠組 に し, 3段積みあげたもので,底 に礫 を敷 き詰 めている。井戸掘形 は隅丸

方形で,一辺約 130cn,深 さ65 cm。 井 戸の中か らは 9世紀末の上器 ,銭貨 2点

(隆 平永宝・ 貞観永宝)が 出土 した。

井戸 S E 3441  井戸 S E 3440の 西側にある曲物・ 土釜組の井戸。井戸側 は底

をとった直径約 35 cmの 曲物を 3段積みあげ,そ の上 に底部を抜 いた土釜を据え

ている。下一 。二段 の曲物 は上方 にタガをまわ している。掘形 は円形で直径約

73 cm,深 さ50 cm。 井戸の中か ら10世紀後半の黒色土器の完形品が 1点 出上 した。

井戸 S E 3442  調査地区の南壁寄 り,外濠 S D 260の 西 肩 部 にある曲物組の

井戸。井戸側は底板をとった曲物 を 2段積みあげたもので,下段の曲物は円形 (内

径33 cm,器高 26 cm,上 。下端部にタガをまわ したもの)で ,上段の曲物 は楕円

形 (36cm× 52 cm,器 高 12

cm)で ある。掘形 は不整

形で ,50 Cm× 75 cm,深 さ

149 cm。 井戸の中か ら削

り掛 け 2点 ,ヒ ョウタン

1点 が出上 した。

上壊 S K 3423  外濠 S

D260の 東岸 にある,礎

石が出土 した円形土壊。

直径 は約 200cm,深 さ70

cm。 礎石 は上面を北狽1に

し,斜めに落 し込 まれて

いる。

Ｍ
Ж
ＩＩＩＩ
Ⅲ
Ｕ

4は黒色土器A類
1～ 3:SD260

2は灰紬陶器

4:SE 3441
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第9図 軒平瓦66631(1:4)
の礎石であ ったと考え られ る。

土壊 S K 3420  大垣の西側の東西 に長 い土壊 (360 cm× 700伽 ,深 さ134 cm)。

この土壊は西側の東西方向の溝 SD3431に 連 なっている。中か ら多量の瓦 と礎

石破片が出上 した。

土墳 SK 3421  土墳 S K 3420の 北側の楕 円形土装 (東 西 430 cm,南 北 290 cm,

深 さ 11 6cm,断面摺鉢形 )。  中か ら土器片が出上 した。

これ らの上壊 は11世紀以降に,耕作の障害になる礎石・ 礎石破片・ 瓦等 を投

棄するために掘 られたものである。

溝 S D 3427～ 3430  外濠の東岸 にある東北方向に蛇行 している溝 (幅 約 60 cm,

深 さ21 cm)で ,外濠がほぼ埋 った後 にで きた溝であ り,11世紀頃にはすでに埋

没 している。土壊 S K 3420に より, これ らの溝の一部が掘 りとられている。埋

土中に遺物 は含まれていなか った。

溝 S D 3431  外濠の東岸 にある東西方向の溝で,溝 S D 3427～ 3430お よび土

墳 S K 3420に その一部を掘 りとられている。中か ら奈良時代の土器が出上した。

遺物

出土 した遺物 には土器類・ 瓦増類 。木製品 。金属製品・ 銭貨・ 木簡等がある。

外濠 S D 260か ら出上 した土器 には弥生式上器,土 師器,須恵器 ,黒色土器 ,

施釉陶器 (緑釉・ 灰釉 )が あ り,弥生時代か ら平安時代 にわたっている。また

外濠を覆 う遺物包含層や,素 掘 りの細溝か らは,わ ずかであるが瓦器類が出土

してお り,そ の中には鎌倉時代 に下 るもの も含まれ る。これ らの上器の大半 は

奈良時代前半期 (平 城宮土器 Ⅱ oⅢ 段階に相当する)も ので,そ れ以外 の時期

の上器 は少ない。墨書土器 は記号様の ものを含めると49点 出上 した。そのお も

な ものを示す と,奈良時代の上器に墨書 されたものに「宮」 ,「三合」,「 菱」
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「Π舟」,「吉」,「太」,「南□」 ,「末」 ,

「冨」 ,「家」,「下」,「蔵 」,「 田」 ,

「白万」などがあ り,と くに「宮」が 6点 あ

るのが注意 され る。平安時代の ものには「中」

2点 ,「上」 1点 などが ある。

土製品には円面硯 2点 , ミニチュアの竃 3

点,土馬 4点 がある。また器高 2.6 cmの 小型

の黒色土器 (B類 )壷 1点 が井戸 S E 3440か

ら出上 している。

瓦はほとんどが藤原宮所用瓦であ り,軒丸

瓦 7型式17種 ,軒 平瓦 7型式19種 が含まれる。

この他,土墳 S K 3420か らは奈良時代の瓦が

3型式 3種 出上 している。その内訳 は次の と

おりである。

藤原宮所用軒平瓦 6233Aa・ 6233B・ 6273A

・6273B・ 6273C・ 6274Aa・ 6274Ab・ 6274Ac

・ 6275A・ 6275D・ 6278A・ 6278B・ 6278D

・ 6279A・ 6281Aa・ 6281Ab・ 6281B

同軒丸瓦 6561・ 664006641・ 6641C・ 6641

F・ 6641G・ 66411・ 6642A・ 6642C・ 6643Aa

C6643B・ 6643C・ 6646B・ 6646E・ 6646F。

6647C・ 6647D・ 6647E

奈良時代の軒平瓦  66631・ 6680・ 6802A

Cm

第10図 銭貨・ 黒色土器小壷

(1～ 6:SD260,
7～ 9:SE 3440)

これ らの軒瓦の他に丸瓦 。平瓦・ 面戸瓦 。戻斗瓦,埓等が出土 している。また

丸瓦の凹面の一端に「土作匠  右部匠」 と刻書 (焼成前)さ れ たものがある。

木製品 には人形 1点 ,削 り掛 け 10点 ,多 足机 1点 ,曲 物 2点がある。井戸 S

E3422か ら出土 した削り掛け 2点には, 圭頭の両側縁に切り込みがない。 多足

机は天板の破片のみで ,シ ガラ ミS X 3443に 使用 されていた。残存長66 cm,幅
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32 Cm,厚 さ l Cmで ,木 日か ら 4 cmの ところに高 さ 1.5 cm,幅 6 cmの 台形 の脚座

を作 り出 し,こ の上 に脚を さし込む方形の柄穴 (1.5 Cm× 2.5 cm,深 さ l cm)を

ぅが っている。この柚穴は現在 7ケ 所残 っている。類似の多足机が平城京西市

跡か ら出上 している。また正倉院の宝物 の中にもある。

金属製品 には帯金具 (巡 方裏金具か)1点 ,鉄 釘 7点 ,鉄棒 (長 さ 36.5 Cm,

直径 0.6 cm)1点 がある。

外濠 S D 260か ら出土 した銭貨 には和同開弥 3点 ,神 功開宝 1点 ,隆平永宝

1点 ,富寿神宝 1点 ,鋭益神宝 1点 がある。この他に丼戸 S E 3440か らは隆平

永宝 1点 ,貞観永宝 1点 が出上 した。

外濠 S D 260か らは 2点 の木簡が出上 している。その うちの 1点 は上下端を

欠いているが,「 見奴久万 呂」 と読 め る。人名の一部であろうか。他の 1点 は

判読不能である。

石製品 には砥石 7点 ,石匙 2点 ,石庖丁 3点 がある。また土壊 S K 3420か ら

古墳時代の鍬形石の破片が 1点 出上 した。

まとめ

今回の調査 によ って,西 面中門基壇等の確認 はで きなか ったが,大垣の位置

か ら門の存在を明 らかにすることがで きた。その規模 は,す で に検 出 している

宮城門 (南 面中門・ 北面中門 。東面北門)と 同 じであることが判明 した。 さら

に,こ の門に使用 されていた唐居敷 と礎石を発見 したことによって,宮城門の

構造の復原に貴重な資料を加 えることがで きた。

西面外濠 は,藤原宮廃絶以後 10世紀末頃まで用水路 として機能 してお り,近

辺 に丼戸が掘 られ るなど,人 々の生活 の場 とな っていた形跡が認め られ る。特

に外濠か らは奈良時代前半期の上器が多量 に出土 してお り,そ の中に「宮」 と

墨書 された墨書土器が 6点 も含 まれること,ま た ミニチュアの竃形土器・ 土馬

・ 人形・ 削 り掛 け 。多足机・ 銭貨が出上 していることなどは,藤原宮廃絶後の

この近辺の荘園あるいは集落の様子 を知 る有力な手がか りとなるであろう。 10

世紀末 には西面外濠は埋没 しており,そ れ以後 ,こ の周辺は水田とな ったと思

われ る。
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藤原官南面外周帯の調査 (第37-6次 )

(昭和58年 8月～9月 )

この調査 は,橿原市飛騨地区都市再開発計画の一環である児童公園の建設に

伴い実施 したものである。藤原宮は,南 北12条 ,東西各 4坊 の条坊が復原 され

ている京域 の北半中央にあ り,宮域 は,南 北を六条大路 と二条大路で,東西を

東西二坊大路で囲 まれた 4条 4坊を占めている。宮域の四周を画す る外郭施設

は,宮城門の開 く大垣 と,内 濠 ,外濠 とで構成 される。 この外郭施設 と,宮周

辺の条坊道路 との間には,建造物の稀薄な,幅 の広い空閑地 (宮 外周帯 と仮称

している)が設 け られてお り,後 の平城宮や平安宮の宮垣 とは,か な り様相を

異に した状況が明 らかにされつつある。今回の調査対象地 は宮南面外周帯 にあ

たり,さ らに六条大路北側溝の想定位置を も含めて調査地を設定 した。

遺構面は,現地表 (水 田面)下約 60 Cmの 深 さであ り,中世 に属す る素掘 りの

細溝が縦横 に遺存 していた。 これは水田経営 に伴 う暗渠排水 にかかわ る遺構 と

考え られ,低湿地であるせいか,と くに調査区西半部 には濃密に分布 していた。

同 じ遺構面上で,調査区東半部のほぼ中央 に,幅 5～ 6mの 南北溝 (S D 01)

を検出 した。溝底 は幅 3～ 4mの 平坦面をな し,溝 の断面形は逆台形を呈する。

深 さは遺構面か ら 1.4mあ り,粘土や シル ト,細礫 を混えた砂などが互層に堆

積 していた。溝埋土か ら出土 した遺物 は,量 的には弥生式上器片 (第 二様式を

主体 とす る)が多いが,そ の他 に祭祖用の木製模造品の一つである削 り掛 けや

7世紀末前後 に属す る土師器,須 恵器片 も若千含 まれている。また溝底か らは

丸 。平瓦の破片 も出上 している。 これ らの瓦片 はほとんど摩耗 してお らず ,製

作技法か らみると,藤原宮所用の瓦とほぼ共通 している。 この溝は形状や正南

北方向に流れていることなどか ら,人 工の溝 と考 え られるが,出 土遺物によ り

掘削の年代を限定す ることは難 しい。 しか し,後 述す るように,宮 南面外濠な

どとの関係か らみ ると,藤原宮・京 と関連 した もの と判断す ることができる。

南北溝 S D 01の 西方約 18mの 地点に,井戸 S E 02を 検 出 した。井籠組の井戸
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第11図  第37-6次 調査遺構配置図  (1:200)
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枠が残 ってお り,一辺の長 さは東西95cm,南北75cmと ,や や長方形を呈す る。

井戸の底 は,遺構面下 2.6mに あり,拳大の円礫が敷 きつめ られていた。埋土

に含 まれ る遺物 は少な く,弥生式上器片の他 に, 7世紀末頃の上器片があ り,

それよ り新 しい時期 に属す る遺物 はない。

中世の細溝群や南北溝 S D01,井 戸 S E02を検出 した遺構面 を形成する土層

は,弥生式上器畿内第五様式の上器片を多量 に包含す る暗褐色粘質土層である

が,こ の下層に弥生時代の遺構の存在が予測 されたため,調査区の一部をさら

に掘 り下 げて,遺 構の検 出をはか った。その結果 ,厚 さ約 70cmの 包含層の下 に ,

溝や小穴群を確認す ることができた。

南東か ら北西方向に斜行する溝 SD03tす ,調査区の南端で藤原宮期の南北溝

S D 01に よ り切 られ るが,幅約 3m,深 さ 1.4mの 流路である。 このS D03に

直交す るかたちに接続す る,ほ ぼ同規模 の斜行溝 S D 04と ともに,埋土 には第

二様式に属す る弥生式上器が多量 に埋没 してお り,完形に復原 しうる甕や鉢 も

10個 体近 く含 まれ る。S D03,S D 04と もに溝の断面形はおおむね逆台形を呈

す る。 また,南 北溝 S D 01の 東岸 にあたる下層遺構面では,同 じく第二様式に

属す る多数の小穴や不整円弧状の細溝を検 出 した。小穴の中には,穴が傾斜す

るものや,深 さが50Cm以 上 に及ぶ もの もある。 これ ら弥生時代の遺構群 は,こ

の地域 に,弥 生時代前期か ら後期にかけて存続 していた集落,四 分遺跡の一部

をなす ものと考え られる。

調査の 日時の大半は,中世素掘 り溝の検出に費 されたが,調査の終 りに近づ

いた時点に至 り,南 北溝 S D01の 存在が確認 され,藤原宮造営のあ り方を復原

する上で,注 目すべ き知見を得 ることができた。

南北溝 SD 01は ,条坊地割 の上では,西 一坊大路 と西二坊大路のほぼ中央

に位置す る (よ り正確 にいえば, S D 01の 西岸線が西二坊坊間小路の中軸 (条

坊計画)線 と,± lmほ どの誤差内で一致す るとみてよい)。 藤原宮が営まれ

ていた時期に,宮外周帯上 に坊間小路が通 じていた とは考えがたいが,従来の

調査研究の結果 ,宮域 内の各所で,宮 の造営 に先立 って造設 された,京条坊地
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割 に合致す る道路遺構が確認され,そ れ らは宮の建設時には埋め立て られてい

た ことが明 らかにされている。 この 《
宮域内先行条坊道路 "の うち,西二坊

坊間小路にあたる道路遺構は,す でに藤原宮第 5～ 9次調査で,五条条間小路

との交叉点を含んで約 HOmに わた り検出されてお り,東 西両側溝 とも幅約 1

m前後 ,側 溝心心間距離 6.25～ 656mの 規模であることが確かめ られている。

この先行条坊の西二坊坊間小路 は,今 回の調査地内において も,当 然存在 して

いたはずであるが,西側溝は遺存 していない。後世の削平を こうむったのであ

ろう。東側溝が,そ の想定位置にある南北溝 S D 01で あったとす ると,そ の規

模 が大 きいため,復原 され る実質路面幅 は 2.6mほ どとな り,あ ま りに狭 い。

こうしたことか ら,宮 の造営に際 して,先行条坊道路であ る西二坊坊間小路の

側溝のうち,西 側溝は埋め立てて廃す る一方 ,東側溝を拡大掘削 したことが考

え られ る。南面外濠 と南北溝 S D 01の 幅がいずれ も 5～ 6mと 同 じであ り,溝

の形状が共通 していることも,上 の想定の一助 とみなす ことができよう。

こうして,宮造営に伴 い新たに掘削 された南北溝 S D 01は ,南 方への接続状

南面外漂
性
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況は不明であるが,お そ らく,宮南方 の基幹排水路 としての機能を果 した もの

で,六条大路をは じめ とす る周辺の条坊道路の側溝の排水を集め,南 北幅約 23

m(推定)の 宮南面外周帯 を横断 して南面外濠に注いでいたのであろう。 この

想定合流点の西方約60mで ,南面外濠 とL字 形に接続す ると考え られ る宮西面

外濠は,他 の外濠 よ り大規模 につ くられてお り,宮 の西辺に沿 って北流 し,宮

の西北角で流路を北西に変えたのち,再 び正北方へ流下す ることがすでに明 ら

かにされている。 この西面外濠の規模 が特 に大 きいことについての理由は,こ

れまで必ず しも明確 にされていない。 しか し,南 北溝 S D 01の 存在が確認 され

たことによ り,西面外濠 は,宮域内か らの排水だけでな く,宮 周辺の京内か ら

の排水十~単 に生活汚水 にとどま らず ,む しろ最 も重要であ ったのは降水や自

然湧水の処理であったと思われるが一― をも合せて処理す るとい う役割を担 っ

ていたと考え ることがで きる。 こうしたことは,宮 および京の建設 にあたって ,

きわめて周到な都市計画が企画 されていたことを如実 に示す ものであろう。

以上,今回の調査の成果について,若 千の所見を記 したが,調査当初予測 さ

れた六条大路北側溝は確認 しえなか った。前述の西二坊坊間小路 ともども,後

世の水田耕作などによ り削平 された と判断 され る。 このよ うに,南 北溝 S D 01

と六条大路あるいは宮南面外濠 との接続状況 は,ま だ不明であ り,今後 ともさ

らに綿密な発掘調査研究を推進 してい く必要がある。

4 (藤 原宮)そ の他の調査概要

a 宮西南地域の調査 (第 37-2次 )

(昭 和58年 5月 )

この調査は道路拡幅工事に伴 う事前調査 と して橿原市四分町で行な った。調

査地は藤原宮域内の西南部 にあ り,宮域 内先行条坊道路である西一坊大路の想

定位置にあたる。調査 は幅 3mの トレンチを 114mに わた りL字形に設定 して

実施 した。現水田耕土 ,床上の下 には砂礫層や細砂層が堆積 し,繰 り返 し流水
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に洗われたことを示 している。明確 な遺構 には,調査区中央付近で検出 した幅

20mあ ま りの, 7世紀初頭頃まで存続 したとみ られる大溝や,そ れに北接す る

幅 10mの ,畿 内第五様式に属す る弥生式上器を多 く含む溝がある。 いずれ も東

南か ら西北方向に流れている。藤原宮に関わると判断 しうる遺構 はな く,旧 流

路の浸蝕作用等 により削平 されたのであろう。

b 西方官符地域の調査 (第 37-5次 )

(昭和58年 8月 )

この調査は駐在所の新築に伴 う事前調査 として,橿原市縄手町の鴨公小学校

の北に隣接す る地点で行なったものである。調査地は藤原宮大極殿の西約 270

mに あ り,宮 内西方官行地区の一画 と推定 される場所で,同 時に宮域内先行条

坊道路である西一坊大路の想定位置に もあたる。調査は東西 7m・ 南北 3mの

21ゴ を対象 とした。調査地の現地表土は宅地造成のための整地上であ り,地表

下 1.4mで 旧水田耕作面に至 る。厚 さ20 cmの 水田耕上の下は黄褐色粘土層か ら

な る地山であり, この地山面上で,東 南か ら西北方向に流れ る,幅 3.5m,深

さ 0.6mの溝を検出 した。溝の中には砂や粘質上が層状に堆積 しているが,遺

物 は全 く含まれていない。藤原宮 に関わる遺構は遺存 してお らず,お そ らく,

宮造営当時の地表面 はかな り著 しい削平をこうむ ったものと考え られる。

c 東方官衡地域の調査 (第 37-11次 )

(昭和58年 10月 )

この調査は駐車場用地造成に伴 うもので,東 西 2m,南 北 5mの 10ポ を対象

とした。調査地 は藤原宮大極殿の東約 400mに あり,近年 ,継続的な調査を通

じて明 らかにされつつある宮東方官衡地区の一画 にあたる。調査区の上層層序

は水田耕上の下に灰褐色砂質土 よ りなる床上があり,そ の下は現地表下30～ 40

cmの 平坦な地山面 となる。地山面は灰褐色 シル ト層により形成 されている。 こ

の地山面では,東西・南北方向の幅約 20 cmの 素掘 り細溝が 0条確認 されたにす

ぎず,建物等 に関わ る遺構 は遺存 していなか った。
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